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増
上
寺
蔵
・
一
信
筆
「
五
百
羅
漢
図
」
と
の
出
会
い
と
、
そ
の
後

河
　
合
　
正
　
朝

一

　

二
〇
一
〇
年
一
〇
月
、
オ
ス
ロ
大
学
図
書
館
の
貴
重
書
室
で
、
浅
野
秀
剛
さ
ん
と
同
館
所

蔵
の
主
と
し
て
版
本
類
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
時
、
日
本
図
書
担
当
の
司
書
で
あ
る
矢
部
直

美
さ
ん
か
ら
、
二
秩
に
納
め
た
一
三
冊
か
ら
な
る
『
縮
図
』
と
題
さ
れ
る
絵
画
資
料
を
示
さ

れ
た
。
そ
の
う
ち
題
簽
に
「
雑
体
画
譜
」（
人
物　

A
V

I 35/6022

）（
挿
図
1
）と
あ
る
一
冊
の

頁
を
繰
っ
て
行
く
と
、
そ
の
な
か
の
一
頁
に
、「
弘
化
四
丁
未
夏
四
月
穀
旦　

顕
幽
斎
源
一

信
謹
画
」
と
書
き
込
み
の
あ
る
の
が
目
に
止
ま
っ
た
。
同
じ
頁
に
は
、「
箱
館　

北
嶺
江
貫

謹
筆
」、「
天
明
七
年
丁
未
夏
五
月
大
穀
旦　

屠
龍
翁
高
嵩
谷
藤
原
一
雄
敬
画
」、「
高
印
嵩

谷
」
な
ど
と
も
記
さ
れ
て
い
る（
挿
図
2
）。
更
に
、
次
の
頁
に
は
「
享
和
三
年
癸
亥
秋
七
月

穀
旦　

高
嵩
渓
藤
原
信
宜
図
」
と
あ
り
、
そ
こ
に
は
簡
略
な
図（
縮
図
）も
描
き
添
え
ら
れ
て

い
た（
挿
図
3
）。

　

こ
れ
は
、
浅
草
・
浅
草
寺
観
音
堂
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
大
絵
馬
に
つ
い
て
の
記
録
で（
注
１
）、

こ
の
縮
図
帖
の
画
家
・
成
川
素
明（
挿
図
4
）が
、
現
在
も
浅
草
寺
に
遺
る
、
入
江
北
嶺
筆

「
予
譲
刺
衣
」、
高
嵩
谷
筆
「
源
三
位
頼
政
の
鵺
退
治
」、
高
嵩
渓
筆
「
猩
々
舞
」
な
ど
と
と

も
に
、
以
下
に
述
べ
る
顕
幽
齊
一
信（
一
八
一
六
―
六
三
）の
描
く
「
牛
若
丸
と
弁
慶
」
の
大

図
1　

成
川
素
明
筆
『
雑
体
画
譜
』（
人
物
）

　
　
　
オ
ス
ロ
大
学
図
書
館
蔵

図
2　

成
川
素
明
筆
『
雑
体
画
譜
』（
人
物
）

　
　
　
オ
ス
ロ
大
学
図
書
館
蔵

図
3　

成
川
素
明
筆
『
雑
体
画
譜
』（
人
物
）

　
　
　
オ
ス
ロ
大
学
図
書
館
蔵

図
4

｜

1　

成
川
素
明
印
章
『
雑
体
画
譜
』

　
　
　
　
　
オ
ス
ロ
大
学
図
書
館
蔵

図
4

｜

2　

成
川
素
明
筆
「
山
水
図
」『
雑
体
画
譜
』

　
　
　
　
　
オ
ス
ロ
大
学
図
書
館
蔵
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絵
馬
を
見
て
、
そ
の
款
記
を
書
き
留
め
た
も
の
な
の
で
あ
る（
注
2
）。
一
信
ら
の
大
絵
馬
は
、

観
音
堂
参
詣
の
大
衆
に
親
し
ま
れ
た
、
お
そ
ら
く
当
時
評
判
の
絵
馬
で
あ
り
、
幕
末
・
明
治

初
期
に
活
躍
し
た
、
成
川
素
明（
一
八
四
〇
―
五
〇
年
こ
ろ
に
活
動
）の
よ
う
な
、
同
時
期
の

画
家
た
ち
に
も
注
目
さ
れ
る
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る（
注
３
）。

　

京
都
五
条
橋
で
の
牛
若
丸（
源
義
経
）と
弁
慶
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
絵
馬
に
描
い
た
顕
幽
斎
一

信
は
、
図
中
に
あ
る
「
弘
化
四
年（
一
八
四
七
）四
月
」
の
年
紀
か
ら
、
そ
の
時
三
二
歳
。
絵

馬
は
、
こ
の
絵
師
の
、
現
在
制
作
年
代
の
明
ら
か
な
こ
と
を
確
認
出
来
る
最
も
早
い
時
期
に

属
す
る
作
品
と
見
做
さ
れ
、
後
出
の
諸
資
料
に
徴
し
て
も
、
絵
師
と
し
て
一
信
は
、
た
ぶ
ん

こ
の
こ
ろ
か
ら
本
確
的
な
歩
み
を
始
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

○

　

顕
幽
斎
逸
見
一
信
は
、
近
年
俄
か
に
識
者
の
注
目
を
集
め
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
江
戸
時
代

末
期
の
絵
師
で
、
い
ま
そ
の
代
表
作
と
し
て
大
方
の
認
め
る
港
区
・
増
上
寺
蔵
の
「
五
百
羅

漢
図
」
一
〇
〇
幅
が
、
二
〇
一
一
年
四
月
に
江
戸
東
京
博
物
館
で
特
別
展
示
さ
れ
る
に
至
っ

て
、
さ
ら
に
多
く
の
関
心
が
寄
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た（
注
４
）。
わ
た
し
が
一
信
筆
の
「
五
百

羅
漢
図
」
や
前
術
の
「
牛
若
丸
と
弁
慶
」
な
ど
の
作
品
と
出
会
っ
た
の
は
、
後
に
触
れ
る
よ

う
に
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
の
こ
と
で
、
す
で
に
三
〇
数
年
の
歳
月
が
経
っ
て
い
る
。
そ
の

一
信
の
作
品
に
よ
う
や
く
世
人
の
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
そ
う
し
た
な
か

で
、
遠
く
北
欧
の
地
オ
ス
ロ
で
、
一
信
の
作
品
に
関
わ
る
記
録
に
偶
然
に
も
出
会
っ
た
の

は
、
ま
こ
と
に
奇
し
き
因
縁
か
と
わ
た
し
に
は
思
わ
れ
た
。

　

一
信
は
、
狩
野
派
に
学
ん
だ
絵
師
で
、
江
戸
・
本
所（
現
在
の
墨
田
区
立
川
付
近
）に
生
ま

れ
た
と
さ
れ
、
幼
く
し
て
画
を
好
み
、
長
じ
て
画
を
描
く
こ
と
を
業
と
し
、
主
と
し
て
仏

画
、
と
り
わ
け
羅
漢
図
に
特
徴
の
あ
る
作
品
を
残
し
て
い
る
。
相
模
国
・
大
山
石
尊
の
御
師

の
出
身
と
伝
え
る
逸
見
舎
人
の
娘
・
や
す（
出
家
の
後
、
妙
安
と
称
す
）と
結
婚
し
、
逸
見
家

の
人
と
な
る
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
三
代
堤
等
琳
派
に
属
す
る
絵
師
の
も
と
で
行
っ
て
い
た
、

提
灯
絵
、
幟
絵
、
絵
馬
な
ど
、
絵
画
と
し
て
は
二
義
的
な
、
い
わ
ゆ
る
町
絵
師
の
す
る
手
間

取
り
仕
事
を
続
け
、
住
居
を
神
田
同
朋
町
、
浅
草
茅
町
、
浅
草
福
井
町
、
日
本
橋
横
山
町
な

ど
、
現
在
の
浅
草
橋
周
辺
を
妻
・
や
す
と
と
も
に
転
々
と
し
た
の
ち
、
日
本
橋
小
網
町
か
ら

出
火
、
浅
草
に
お
よ
ん
だ
大
火
で
被
災
、
上
記
の
「
五
百
羅
漢
図
」
を
制
作
す
る
こ
と
に
な

る
増
上
寺
近
く
の
芝
浜
松
町
に
居
を
移
し
た
と
伝
え
る（
注
５
）。

　

ま
た
、
観
音
や
不
動
に
対
す
る
信
仰
が
厚
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り（
注
6
）、
観
音
信
仰

が
、
浅
草
寺
の
観
世
音
に
対
す
る
帰
依
参
拝
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
一
方
、

一
信
の
住
ん
だ
と
言
う
浅
草
福
井
町
は
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ
線
浅
草
橋
駅
の
辺
り
で
あ
り
、
浅
草

橋
を
渡
っ
た
、
一
時
一
信
が
居
た
と
も
さ
れ
る
日
本
橋
横
山
町
の
近
く
に
は
、
江
戸
三
大
不

動
の
一
つ
で
あ
る
薬
研
堀
不
動
尊
が
あ
る
。
ま
た
、
一
信
在
世
の
こ
ろ
に
は
、
浅
草
寺
境
内

に
荒
澤
不
動
堂
が
あ
り
、
明
治
の
神
仏
分
離
の
際
に
、
仁
王
門
外
の
大
行
院
に
移
さ
れ
た
と

い
う
成
田
不
動
尊
を
祀
る
成
田
不
動
堂
は
、
い
ま
な
お
同
地（
現
在
は
浅
草
不
動
尊
と
称
す
）

に
現
存
す
る（
注
７
）。
妻
の
や
す
も
不
動
尊
を
信
心
し
、
浅
草
八
幡
境
内
の
不
動
尊
に
三
年
の

願
掛
け
を
し
た
と
も
伝
え
る（
注
８
）。
加
え
て
、
成
田
山
不
動
尊
は
、
江
戸
時
代（
元
禄
一
六

年
か
ら
安
政
三
年
の
間
）に
一
〇
回
を
数
え
る
江
戸
出
開
帳
を
深
川
永
代
八
幡
宮
社
地
で
行

っ
て
い
る
。
一
信
は
そ
う
し
た
不
動
明
王
や
観
音
菩
薩
の
霊
場
に
、
し
ば
し
ば
詣
で
諸
々
の

祈
願
を
し
た
に
相
違
な
く
、
そ
れ
を
機
縁
と
し
て
、
前
述
の
浅
草
寺
観
音
堂
の
絵
馬
や
成
田

山
不
動
堂
仏
後
壁
に
十
六
羅
漢
図
お
よ
び
釈
迦
・
文
殊
・
普
賢
・
四
天
王
・
十
大
弟
子
図
を
、

天
井
に
墨
龍
図
や
天
女
図
な
ど
の
制
作
を
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
は
、
上
述
の
絵
師
・
一
信
が
世
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
経
緯
や
そ
の
顚
末
を

備
忘
録
風
に
綴
り
、
図
お
よ
び
図
の
筆
者
に
関
す
る
研
究
史
の
一
端
を
述
べ
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

二

　

一
信
の
作
品
と
の
出
会
い
は
、
一
九
七
八
年
の
夏
で
あ
っ
た
と
記
憶
す
る
が
、
そ
れ
は
今

か
ら
お
よ
そ
三
〇
数
年
以
前
に
遡
る
。
そ
の
こ
ろ
東
京
都
港
区
で
は
、
文
化
財
保
護
条
例
の
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施
行
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
が
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
一
つ
に
、
昭
和
五
三
年（
一

九
七
八
）の
条
例
施
行
に
先
立
っ
て
区
文
化
財
に
指
定
す
る
に
相
応
し
い
文
化
財
の
選
定
も

進
め
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
区
内
の
名
刹
で
あ
る
増
上
寺
の
碩
学
・
村
上
博
了

先
生
を
お
訪
ね
し
ご
教
示
を
請
い
、
同
寺
の
宝
物
の
調
査
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
一
山
の

協
力
を
快
諾
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
調
査
の
際
に
、
経
蔵
か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
絵
画
の
な

か
に
、
桐
製
五
段
重
ね
の
箱
四
棹（
一
段
に
五
幅
、
一
棹
二
五
幅
ず
つ
）に
納
め
ら
れ
た
一
〇

〇
幅
か
ら
な
る
「
五
百
羅
漢
図
」（
一
幅
に
五
羅
漢
ず
つ
、
百
幅
で
五
百
羅
漢
を
表
す
）が
あ

っ
た
。

　

の
ち
に
「
狩
野
派
の
伝
統
的
な
描
法
に
加
え
、
洋
風
の
陰
影
法
な
ど
、
新
来
の
画
法
を
も

と
り
い
れ
た
江
戸
時
代
末
期
の
貴
重
な
作
例
」
と
し
て
、
文
化
財
保
護
条
例
施
行
の
初
年
度

に
当
た
る
昭
和
五
四
年（
一
九
七
九
）に
港
区
有
形
文
化
財
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
、

こ
の
「
五
百
羅
漢
図
」
の
最
初
の
印
象
は
、
ま
ず
、
一
〇
〇
幅
と
い
う
そ
の
量
の
多
さ
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
各
一
幅
に
五
羅
漢
と
囲
繞
す
る
弟
子
、
供
養
者
を
は
じ
め
、
そ
の
他
の
諸

人
物
、
禽
獣
、
草
木
、
堂
宇
な
ど
が
、
自
然
の
景
を
背
景
に
、
濃
厚
な
彩
色
と
精
緻
な
筆
致

に
よ
っ
て
、
じ
つ
に
精
細
に
、
ま
さ
に
執
拗
と
も
思
え
る
ほ
ど
の
描
き
ぶ
り
で
画
面
を
埋
め

尽
く
し
、
観
る
者
に
迫
る
異
様
な
力
を
そ
の
中
に
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

羅
漢
を
主
題
に
、
そ
こ
に
は
こ
の
世
の
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
、
奇
観
と
称
す
べ
き
世
界

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
応
供
、
応
真
、
真
人
な
ど
と
漢
訳
さ
れ
る
、
阿
羅
漢（
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
い
う
「
ア
ル
ハ
ッ
ト
」）、
す
な
わ
ち
、
悟
り
を
得
て
、
人
々
の
供
養
尊
敬

を
受
け
る
に
値
す
る
、
超
越
的
、
超
俗
的
な
聖
人
の
姿
で
は
な
く
、
そ
れ
は
む
し
ろ
、
難
行

苦
行
を
経
験
し
た
修
行
者
の
姿
と
言
え
、
か
つ
、
仏
に
代
り
、
煩
悩
の
淵
に
た
っ
て
苦
し
む

わ
れ
わ
れ
凡
夫（
衆
生
）の
傍
ら
に
あ
っ
て
、
解
脱（
悟
り
）に
導
く
存
在
で
あ
る
救
済
者
と
し

て
の
羅
漢
の
そ
れ
で
あ
る
。
と
、
同
時
に
、
こ
の
図
の
注
文
者
で
あ
る
増
上
寺
の
学
僧
の
意

を
反
映
し
て
、
浄
土
宗
的
な
意
味
か
ら
の
仏
教
的
解
釈
が
そ
こ
に
は
多
分
に
加
え
ら
れ
、
そ

の
絵
解
が
試
み
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
わ
た
し
に
は
思
え
た
。
幕
末
の
江
戸
に
お
け
る
浄
土
宗

の
本
山
で
あ
る
増
上
寺
で
行
わ
れ
る
羅
漢
会
・
羅
漢
供
養
の
本
尊
に
そ
れ
は
、
ま
こ
と
に
相

応
し
い
表
現
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
の
時
期
の
増
上
寺
に
は
、
の
ち
に
触
れ
る
、
こ
の
増
上
寺
本
「
五
百
羅
漢
図
」
の
願
主

で
も
あ
る
源
興
院
の
了
瑩
、
亮
迪
を
は
じ
め
、
大
雲
、
蜜
順
、
徹
定
な
ど
の
学
僧
た
ち
が
お

り
、
源
興
院
は
増
上
寺
の
学
寮
、
す
な
わ
ち
学
僧
た
ち
の
集
ま
る
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。
彼

ら
は
、
嘉
永
六
年（
一
八
五
三
）六
月
の
黒
船
来
航
に
よ
っ
て
人
々
が
、
西
洋
に
対
す
る
関
心

や
そ
れ
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
環
境
に
あ
っ
た
、
ま
さ
し
く
日
本
が
近
代
を
迎
え
よ
う
と

す
る
そ
の
時
に
、
仏
教
擁
護
の
立
場
に
立
ち
、
時
代
の
要
求
に
応
え
得
る
仏
教
、
な
か
ん
ず

く
浄
土
宗
の
教
え
と
は
何
か
を
、
依
拠
す
る
仏
典
の
研
究
に
よ
っ
て
導
き
出
し
、
こ
れ
を
如

何
に
大
衆
に
示
す
こ
と
が
出
来
る
か
を
論
議
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
五
百
羅
漢
図
の
制
作

を
願
う
一
信
は
、
そ
う
し
た
彼
ら
の
意
に
従
い
、
そ
の
指
導
の
も
と
に
、
説
き
聞
か
せ
ら
れ

る
教
え
に
基
づ
き
な
が
ら
、
同
時
に
絵
師
と
し
て
古
典
と
な
る
羅
漢
図
を
は
じ
め
と
す
る
も

ろ
も
ろ
の
手
本
と
す
べ
き
絵
画
に
学
び
倣
い
な
が
ら
、
そ
れ
を
画
像
と
し
て
い
か
に
具
現
化

す
る
か
に
腐
心
し
た
に
相
違
な
い（
注
9
）。
そ
れ
ゆ
え
そ
こ
に
は
、
あ
る
種
の
物
語
性
が
込
め

ら
れ
る
と
い
う
、
絵
画
表
現
上
看
過
し
難
い
一
つ
の
特
徴
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
出
来
よ
う
。

従
っ
て
中
国
か
ら
請
来
さ
れ
、
そ
れ
に
学
ん
で
、
鎌
倉
時
代
後
半
か
ら
室
町
時
代
に
、
主
と

し
て
禅
宗
寺
院
の
周
辺
で
制
作
、
礼
拝
さ
れ
た
多
く
の
羅
漢
図
と
は
、
そ
の
性
格
を
異
に
す

る
の
で
あ
る
。

三

　

増
上
寺
本
「
五
百
羅
漢
図
」
の
各
幅
に
は
、「
法
眼
一
信
画
」
の
款
記
と
「
法
眼
」「
一
信
」

の
二
印
の
あ
る
も
の
と
「
法
眼
」「
一
信
」
の
二
印
の
み
が
捺
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
法

眼
一
信
と
は
、
ど
ん
な
画
家
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
「
五
百
羅
漢
図
」
に
は
、
文
久
三
年（
一
八
六
三
）釈
迦
成
道
の
日（
一
二
月
八
日
）

に
、
翌
四
年
一
月
一
三
日
の
開
眼
供
養
を
控
え
て
、
増
上
寺
の
学
頭（
学
僧
）で
あ
っ
た
大
雲
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が
撰
述
し
た
『
新
図
五
百
大
阿
羅
漢
記
』（
増
上
寺
蔵
）と
題
す
刊
本
が
付
い
て
お
り
、
こ
れ
に

よ
っ
て
、
図
の
制
作
に
至
る
経
緯
、
図
に
描
か
れ
る
主
題
、
そ
の
内
容
や
意
味
、
画
家
一
信

の
経
歴
な
ど
の
お
お
よ
そ
を
知
る
こ
と
が
出
来
る（
注
10
）。
同
時
代
の
根
本
史
料
と
言
え
る
。

　

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
信
は
狩
野
素
川
に
学
ん
だ
狩
野
派
の
絵
師
で（
注
11
）、
前
述
の
よ
う
に

浅
草
で
被
災
、
芝
浜
松
町
に
転
居
の
の
ち
、
増
上
寺
の
源
興
院
に
し
ば
し
ば
出
入
り
し（
一

説
に
源
興
院
に
一
時
仮
寓
し
た
と
も
い
う
）、
院
主
の
了
瑩（
同
院
第
十
世
法
譽
上
人
）や
そ

の
跡
を
継
い
だ
亮
迪
と
も
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
了
瑩
は
、
一
信
が
、
江
戸

市
内
に
全
備
す
る
も
の
を
未
だ
見
な
い
五
百
羅
漢
図
一
〇
〇
幅
を
描
い
て
「
信
仰
の
微
善
を

営
む
」、
す
な
わ
ち
、
仏
に
対
す
る
報
恩
の
念
を
示
し
た
い
と
い
う
強
い
願
い
を
聞
き
入
れ
、

そ
の
造
主
と
な
っ
て
、
嘉
永
七
年（
一
八
五
四
）の
春
か
ら
図
の
制
作
が
始
め
ら
れ
た
こ
と
な

ど
を
伝
え
て
い
る（
注
12
）。

　
「
五
百
羅
漢
図
」
の
成
っ
た
同
じ
文
久
三
年
に
、
増
上
寺
の
学
頭
を
務
め
、
の
ち
知
恩
院

七
五
世
と
な
り
、
浄
土
宗
初
代
管
長
を
つ
と
め
た
学
僧
で
あ
る
養
鸕（
鵜
飼
）徹
定
が
編
述
、

刊
行
し
た
『
羅
漢
図
讃
集
』
に
寄
せ
た
、
増
上
寺
教
頭
の
密
順
の
跋
文
中
に
も
、
一
信
筆

「
五
百
羅
漢
図
」
制
作
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
お
り
、
図
は
描
き
始
め
て
か
ら
一
〇
年
の
歳
月

を
費
や
し
、
一
〇
〇
幅
の
完
備
が
目
指
さ
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
九
六
幅
を
描
き
終
え
た
時

点
で
、
絵
師
は
病
を
得
て
亡
く
な
り
、
残
余
の
図
の
制
作
は
妻
や
弟
子
に
よ
っ
て
引
き
継
が

れ
、
遂
に
そ
の
完
成
を
見
た
こ
と
が
こ
こ
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
〇
〇
幅
の
図
は
、
増

上
寺
の
大
殿
に
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
開
眼
は
貫
主
闔
山
に
よ
っ
て
修
さ
れ
、
以
後
、
毎
年
の
彼

岸
会
の
中
日
に
羅
漢
供
養
の
法
会
が
行
わ
れ
た
と
い
う（
注
13
）。

　

ほ
か
に
『
源
興
院
過
去
帳
』（
源
興
院
蔵
）な
ど
の
史
料
が
あ
り
、「
妙
安
禅
尼
」
忌
日
の
明

治
三
〇
年
六
月
二
九
日
の
条
に
は
、
源
興
院
の
亮
迪
が
、
一
信
筆
「
五
百
羅
漢
図
」
の
来
歴

等
を
懐
顧
し
つ
つ
、
一
信
の
没
後
、
妻
の
妙
安
が
、
春
秋
二
回
の
羅
漢
供
養
会
の
再
興
に
尽

力
し
た
こ
と
や
増
上
寺
の
境
内
に
羅
漢
堂
を
建
立
し
、
そ
の
供
養
を
お
こ
た
ら
な
か
っ
た
こ

と
な
ど
を
伝
え
て
い
る
。

　

ま
た
、『
新
東
京
名
所
図
会
』
第
八
編
「
芝
公
園
之
部
下
」
の
羅
漢
堂
の
項
に
は
、
大
雲

撰
の
『
新
図
五
百
大
阿
羅
漢
記
』
と
と
も
に
羅
漢
堂
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
、
源
興
院

の
亮
迪
の
撰
し
た
『
新
図
一
百
幅
五
百
羅
漢
縁
起
』
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と

堂
内
に
は
、
一
度
に
六
幅
ず
つ
掛
け
ら
れ
、
月
に
一
度
の
掛
替
え
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。
羅
漢
堂
は
、
中
断
し
て
い
た
羅
漢
供
養
の
復
活
と
一
信
の
五
百
羅
漢
図
を
「
列
べ

掛
け
る
」
こ
と
を
も
目
的
と
し
て
、
妙
安
が
私
財
投
じ
、
ま
た
賛
意
を
示
す
人
々
を
募
縁
し

て
、
明
治
一
一
年
八
月
に
建
立
し
た
の
で
あ
る（
注
14
）。

　

以
上
が
、
一
信
の
生
前
に
身
近
に
、
あ
る
い
は
ま
た
そ
の
側
近
く
に
あ
っ
た
人
か
ら
の
情

報
を
得
や
す
い
立
場
に
あ
っ
た
者
に
よ
っ
て
、
一
信
没
後
さ
ほ
ど
時
間
を
隔
て
な
い
時
期
に

伝
え
ら
れ
た
一
信
の
伝
歴
で
あ
り
、
ひ
と
ま
ず
は
一
信
研
究
の
た
め
の
基
本
的
な
史
・
資
料

と
言
え
る
で
あ
ろ
う（
注
15
）。

　

一
方
、
い
ま
も
簡
便
に
使
わ
れ
る
澤
田
章
編
『
日
本
画
家
辞
典
』（
大
学
堂
書
店
、
昭
和
二

年
刊
）に
は
「
カ
ズ
ノ
ブ
逸
見
一
信（
紀
元
二
四
七
六
―
二
五
三
二
）（
西
暦
一
八
一
六
―
一
八

六
三
）通
称
豊
次
郎
、
顕
幽
斎
と
号
す
、
江
戸
の
人
、
狩
野
素
川
に
学
び
、
後
に
狩
野
氏
を

称
す
。
芝
増
上
寺
の
蔵
す
る
五
百
羅
漢
を
安
政
元
年
よ
り
揮
毫
し
、
百
幅
中
、
九
十
幅
を
完

成
し
て
終
に
歿
す
。
時
に
文
久
二
年
九
月
二
十
三
日　

歳
四
十
八
。
法
名
法
雲
院
一
信
居

士
。
芝
公
園
内
鑑
蓮
社
に
葬
る
。
然
る
に
『
狩
野
派
大
観
』
に
芝
増
上
寺
五
百
羅
漢
図
を
昌

運
の
男
、
狩
野
一
信
の
画
く
所
と
し
、
一
信
の
両
者
を
混
同
せ
る
は
非
な
り
」
と
あ
っ
て
、

一
信
伝
に
関
す
る
基
本
情
報
を
伝
え
る
。
な
お
同
書
は
、
別
に
「
狩
野
一
信
」
の
項
を
立

て
、「
昌
運
の
男
な
り
、
筑
州
の
太
守
に
仕
ふ
」、「
實
保（
一
七
四
一
―
四
四
）こ
ろ
の
人
」、

「
江
戸
浅
草
稲
荷
拝
殿
に
三
十
六
歌
仙
の
絵
あ
り
」
と
し
て
別
人
と
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
増
上
寺
本
「
五
百
羅
漢
図
」
に
出
会
っ
た
同
じ
こ
ろ
、
細
野
正
信
編
『
江
戸
狩

野
と
芳
崖
』（『
ブ
ッ
ク
・
オ
ブ
・
ブ
ッ
ク
ス
日
本
の
美
術
52
巻
』
小
学
館
、
昭
和
五
三
年
）が

刊
行
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
増
上
寺
本
と
ほ
と
ん
ど
図
様
を
同
じ
く
す
る
が
、
そ
れ
を
縮
小

し
て
二
図
を
一
幅
に
仕
立
て
た
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
五
百
羅
漢
図
五
〇
幅
の
う
ち
の
、
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二
幅
分
四
図
「
十
二
頭
陀
・
節
食
之
部
」、「
同
・
中
後
不
飲
将
水
・
座
食
節
食
」
お
よ
び
「
同
・

家
間
樹
下
」「
同
・
露
地
常
坐
」
が
図
版
と
し
て
載
せ
ら
れ
、
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
の
を
知

っ
た
。
こ
の
解
説
で
は
、
一
信
を
、
深
川
水
場
狩
野
家
の
「
狩
野
梅
笑
一
信
」
で
あ
る
と
さ

れ
た（
注
16
）。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
『
狩
野
派
大
観
』
が
、
一
信
を
「
狩
野
梅
笑
一
信
」
と
す
る

記
述
を
引
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
あ
る
い
は
ま
た
、
朝
岡
興
禎
の
『
古
画
備
考
』
三
九
「
狩

野
譜
」
に
「
梅
笑
一（
カ
ズ
）信　

学
画
于
伊
川
院
」
と
あ
る
の
を
採
用
し
て
、
深
川
水
場
狩

野
家
を
継
い
だ
と
さ
れ
る
一
信
で
あ
る
と
混
同
さ
れ
た
も
の
か
と
も
思
わ
れ
る
。
こ
の
言
説

に
は
疑
問
と
さ
れ
る
点
も
少
な
く
な
く
俄
か
に
採
用
さ
れ
難
い
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
浅
草
寺
発
行
の
『
金
龍
山
浅
草
寺　

絵
馬
図
録
』（
林
功
解
説
、
昭
和
五
三
年
刊
）

に
は
、
先
述
の
一
信
の
描
い
た
「
牛
若
弁
慶
」
絵
馬
が
の
せ
ら
れ
て
い
た
。
他
方
、
黒
田
清

輝
が
パ
リ
の
美
術
館
で
一
信
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
。
答
え
に
窮
し
、
帰
国
後
、
一
信
の
事
跡

を
調
査
し
、
改
め
て
そ
の
力
量
に
感
嘆
し
た
、
と
い
う
網
野
宥
俊
師
の
記
事
を
、
浅
草
寺
発

行
の
小
冊
子（『
浅
草
寺
』
94
号
、
昭
和
三
六
年
一
一
月
）の
中
に
あ
る
の
を
知
っ
た
。（
注
17
）

　

そ
の
間
に
、
区
教
育
委
員
会
学
芸
員
の
松
本
健
君
と
増
上
寺
を
訪
ね
、
同
寺
の
宝
物
係
で

あ
っ
た
藤
木
雅
清
氏
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
お
話
を
伺
う
な
か
で
、
一
信
の
子
孫
で
あ
る
逸
見
太

郎
氏
が
都
内
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
早
速
、
逸
見
氏
に（
電
話
で
）連
絡
を
取

り
、
一
信
に
関
す
る
こ
と
を
お
尋
ね
す
る
と
、
逸
見
家
に
は
、
粉
本
、
縮
図
等
の
絵
画
資
料

の
ほ
か
、
根
本
史
料
と
な
り
う
る
文
字
資
料
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
ま
た
、
併
せ
て
、
昭

和
二
〇
年
の
戦
災
に
よ
る
焼
失
時
ま
で
、
逸
見
氏
は
、
増
上
寺
境
内
の
羅
漢
堂
に
住
ん
で
お

ら
れ
て
い
た
と
の
こ
と
を
伺
っ
た
。
逸
見
氏
に
は
あ
ら
た
め
て
資
料
を
拝
見
し
調
査
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
す
る
と
、
快
諾
さ
れ
た
の
で
、
他
日
の
訪
問
を
期
し
た
。
こ
の
時

点
で
、
一
信
筆
「
五
百
羅
漢
図
」
は
、
港
区
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　

逸
見
家
所
蔵
の
諸
資
料
の
な
か
に
は
多
数
の
画
稿
、
粉
本
類
の
ほ
か
、『
新
図
五
百
羅
漢

画
軸
寄
付
回
向
記
』（
明
治
二
六
年
三
月
序　

逸
見
家
蔵
）、『
五
百
羅
漢
新
規
御
建
築
御
仕
様

書
』（
明
治
二
六
年
三
月
、」
逸
見
家
蔵
）な
ど
の
貴
重
な
史
・
資
料
も
あ
り
、
一
信
研
究
に
重

要
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

　

指
定
さ
れ
た
「
五
百
羅
漢
図
」
一
〇
〇
幅
は
、
昭
和
五
八
年（
一
九
八
三
）に
開
館
し
た

「
港
区
郷
土
資
料
館
」
で
、
区
内
の
文
化
財
を
公
開
す
る
こ
と
目
的
と
し
て
、
二
週
間
充
て
、

二
幅
ず
つ
、
昭
和
五
八
年
か
ら
六
二
年
ま
で
に
、
百
幅
の
全
て
を
公
開
展
示
す
る
と
と
も

に
、
当
時
区
教
育
委
員
会
の
文
化
財
担
当
の
係
長
で
あ
っ
た
戸
田
栄
之
氏
か
ら
、
折
角
の
機

会
な
の
で
、
区
民
に
対
し
広
く
こ
の
作
品
の
重
要
性
を
説
き
、
区
民
が
「
区
の
文
化
財
に
関

心
を
深
め
る
一
助
に
な
り
ま
す
と
と
も
に
、
多
く
の
研
究
者
の
皆
さ
ん
に
活
用
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
調
査
の
報
告
書
を
刊
行
し
て
は
如
何
か
と
い
う
提
案

が
あ
っ
た（
注
18
）。
そ
れ
に
従
っ
て
、
わ
た
し
が
そ
の
責
め
塞
ぐ
こ
と
と
な
り
、
執
筆
、
編
集

の
運
び
と
な
っ
た
。
作
品
が
展
示
さ
れ
、
報
告
書
も
出
版
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
こ
ろ
東
京

国
立
文
化
財
研
究
所
に
勤
務
し
て
お
ら
れ
た
鈴
木
廣
之
さ
ん
な
ど
一
部
の
若
い
研
究
者
が
、

幾
分
の
関
心
を
示
さ
れ
、
報
告
書
を
購
入
し
て
く
れ
た
と
は
い
え
、
そ
の
反
響
は
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
。
た
だ
岡
部
昌
幸
君（
現
帝
京
大
学
教
授
）に
求
め
ら
れ
、
明
治
美
術
研
究
会
の
席

上
で
、
幕
末
に
洋
風
の
技
法
を
取
り
入
れ
て
仏
画
を
画
い
た
、
狩
野
派
に
属
す
る
特
異
な
、

あ
る
い
は
異
端
的
画
家
と
し
て
一
信
に
関
す
る
報
告
を
し
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。

四

　

報
告
書
作
成
に
と
も
な
い
、
改
め
て
資
料
の
調
査
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
港
区
立
港
郷
土

資
料
館
の
調
査
員
と
し
て
中
嶋
真
弓
さ
ん
が
そ
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
、

本
格
的
に
報
告
書
刊
行
に
む
け
て
の
作
業
を
始
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
京

都
・
清
凉
寺
に
、
増
上
寺
本
の
著
色
下
絵（
大
下
絵
）の
あ
る
こ
と
や
港
区
内
に
あ
っ
て
、
増

上
寺
と
も
縁
の
深
い
大
円
寺
や
大
松
寺
に
墨
描
き
の
下
絵
が
あ
る
こ
と
を
松
本
健
君
か
ら
の

報
告
に
よ
っ
て
知
っ
た
。
他
方
、
成
田
山
新
勝
寺
の
ご
好
意
に
よ
っ
て
、
不
動
堂
天
井
画
お

よ
び
所
蔵
さ
れ
る
「
十
六
羅
漢
図
」
や
「
五
百
羅
漢
下
画
」、「
本
堂
周
囲
彫
物
五
百
羅
漢
尊

御
首
下
図
」
ほ
か
の
調
査
も
行
う
こ
と
が
出
来
た
。
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こ
れ
ら
の
調
査
に
は
、
郷
土
資
料
館
の
楢
林
八
重
子
さ
ん
の
手
を
煩
わ
す
こ
と
も
し
ば
し

ば
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
中
嶋
さ
ん
が
同
資
料
館
を
退
職
し
、
代
り
の
調
査
員
と
し
て
畑
麗

さ
ん
が
採
用
さ
れ
、
畑
さ
ん
の
提
案
で
逸
見
氏
か
ら
資
料
の
寄
託
を
受
け
、
港
郷
土
資
料
館

で
さ
ら
に
資
料
す
べ
て
の
写
真
撮
影
を
含
む
、
詳
細
な
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
簡
単
な
報
告
書
と
し
て
「
逸
見
家
所
蔵
の
絵
画
資
料
に
つ
い
て
」（
港
郷
土
資
料
館
館
報　

三
号
、
昭
和
五
九
年
）を
公
に
し
た（
挿
図
5
）（
注
19
）。

　

そ
れ
よ
り
先
、
昭
和
五
七
年
に
カ
ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
ブ
リ
テ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
で
開
催
さ
れ
た
日
本
の
宗
教
に
関
す
る
研
究
を
テ
ー
マ
と
し
た
国
際
会
議
に
出
席
し
て

研
究
発
表
を
行
っ
た
際
に
、
一
信
の
「
羅
漢
図
」
を
紹
介
す
る
と
、
同
席
し
た
真
鍋
俊
照
さ

ん
が
興
味
を
も
た
れ
た
。
帰
国
後
、
真
鍋
さ
ん
が
、
関
係
さ
れ
た
板
橋
区
立
美
術
館
で
開
催

の
「
近
代
の
仏
画
―
修
羅
と
菩
薩
の
間
で
」（
一
九
八
四
年
）に
増
上
寺
本
の
一
信
筆
「
五
百

羅
漢
図
」
が
出
品
さ
れ
た
と
記
憶
し
て
い
た
が
、
今
回
、
同
館
の
安
村
敏
信
前
館
長
に
問
い

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
五
〇
幅
本
の
う
ち
の
数
点
が
展
示
さ
れ
た
こ

と
を
確
認
し
た
。
板
橋
区
立
美
術
館
に
は
出
陳
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
真
鍋
氏
責
任
編
集
の

『
明
治
・
大
正
・
昭
和
近
仏
画
仏
像
1　

明
治
・
大
正
編
』（
小
学
館
、
昭
和
六
一
年
）に
「
二

一
幅　

六
道　

地
獄
」
と
「
四
五
幅　

十
二
頭
陀　

節
食
之
分
」
が
カ
ラ
ー
図
版
と
し
て
掲

載
さ
れ
、
短
い
解
説
文
を
書
い
た
。

　

そ
の
後
、
安
村
敏
信
氏
が
、
板
橋
区
立
美
術
館
の
江
戸
時
代
を
テ
ー
マ
と
す
る
企
画
展
や

特
別
展
に
お
い
て
数
度
に
わ
た
り
展
示
し
て
お
り
、
す
こ
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
一
信
の
名

や
作
品
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

安
村
氏
は
、
同
美
術
館
で
、
一
信
筆
の
表
面
に
「
源
平
合
戦
図
」
裏
面
に
「
龍
虎
図
」
を

描
い
た
六
曲
一
双
の
屏
風
を
、
昭
和
六
〇
年（
一
九
八
五
）に
購
入
し
て
い
る
。「
嘉
永
癸
丑

（
一
八
五
三
）仲
春
穀
旦　

顕
幽
斎
一
信
筆
」
の
款
記
を
持
つ
こ
の
屏
風
の
出
現
で
、
法
橋
や

法
眼
に
叙
任
さ
れ
る
以
前
の
、
比
較
的
若
い
こ
ろ
の
貴
重
な
作
品
の
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と

が
出
来
た
。
一
信
は
若
い
こ
ろ
こ
う
し
た
古
典
の
物
語
を
主
題
と
す
る
図
を
描
い
て
い
た
の

だ
。

　

一
信
に
注
目
し
、
近
年
す
な
わ
ち
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
、
そ
の
造
形
的
価
値
や
芸
術

性
を
高
く
評
価
し
、
江
戸
絵
画
史
上
に
お
け
る
一
信
の
重
要
性
を
喧
伝
し
、
そ
の
位
置
づ
け

努
め
ら
れ
て
お
ら
れ
る
の
は
、
安
村
氏
と
山
下
裕
二
氏
の
二
人
で
あ
り
、
二
〇
一
一
年
四
月

の
江
戸
東
京
博
物
館
で
の
「
一
信
筆
五
百
羅
漢
」
展
開
催
の
企
画
監
修
も
両
氏
で
あ
る
。

　

山
下
裕
二
氏
が
、
一
信
の
羅
漢
図
に
注
目
し
た
の
は
、
一
九
九
〇
年
秋
に
静
岡
県
立
美
術

館
で
開
催
さ
れ
た
「
狩
野
派
の
巨
匠
た
ち
」
展
の
折
だ
と
そ
の
著
書
の
な
か
に
書
い
て
お
ら

れ
る
が
、
そ
の
展
覧
会
に
は
一
信
筆
の
増
上
寺
本
の
う
ち
か
ら
「
十
二
頭
陀
・
節
食
之
分
」

ほ
か
一
〇
図
が
展
示
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
わ
た
し
が
増
上
寺
で
「
五
百
羅
漢
図
」

一
〇
〇
幅
を
調
査
し
た
際
に
、
大
学
院
生
と
し
て
助
手
を
務
め
て
く
れ
た
同
館
学
芸
員
で
あ

っ
た
玉
蟲
玲
子
さ
ん
の
発
議
に
よ
っ
て
の
作
品
選
択
で
あ
っ
た
の
か
と
思
わ
れ
る
。

　

大
英
博
物
館
、
リ
ン
デ
ン
美
術
館
ベ
ル
ツ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
な
ど
海
外

の
美
術
館
に
一
信
の
作
品
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
も
の
の
、
こ
こ
ま
で
で
、
わ

た
し
の
一
信
研
究
は
頓
挫
す
る
。
研
究
の
中
止
な
い
し
は
研
究
放
棄
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

五

　

以
降
、
安
村
、
山
下
両
氏
の
主
導
す
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
一
信
の
積
極
的
な
紹
介
や
研

図
5　

増
上
寺
什
宝　
五
百
羅
漢
下
画　

富
山
県
瑞
泉
寺
蔵
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究
に
よ
る
新
た
な
知
見
の
披
瀝
、
そ
の
美
術
史
上
の
位
置
づ
け
に
関
す
る
試
み
な
ど
が
な
さ

れ
て
い
る
。
か
く
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
後
半
以
降
、
一
信
に
対
す
る
関
心
は
、
一
段
の
昂
り

見
せ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

　

以
下
に
、
そ
の
業
績
を
凡
そ
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。　

　

安
村
敏
信
『
妖
と
艶
―
幕
末
の
情
念
』（
板
橋
区
立
美
術
館
、
二
〇
〇
三
年
）　

　

安
村
敏
信
「
驚
愕
の
仏
画　

狩
野
一
信
筆
五
百
羅
漢
図
観
覧
記
」（『
別
冊
太
陽　

日
本
の

こ
こ
ろ
一
三
一
号　

狩
野
派
決
定
版
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
四
年
）

　

安
村
敏
信
『
も
っ
と
知
り
た
い
狩
野
派
―
探
幽
と
江
戸
狩
野
派（
ア
ー
ト
・
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）』（
東
京
美
術
、
二
〇
〇
六
年
）

　

安
村
敏
信
「
幕
末
・
明
治
の
狩
野
派（
江
戸
絵
画
入
門　

驚
く
べ
き
奇
才
た
ち
の
時
代
）」

（『
別
冊
太
陽　

日
本
の
こ
こ
ろ
一
五
〇
号
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
年
）

　

安
村
敏
信
『
江
戸
の
絵
師
』「
暮
ら
し
と
稼
ぎ
」（
小
学
館
、
二
〇
〇
八
年
）

　

板
橋
区
立
美
術
館
『
諸
国
畸
人
伝
』（
板
橋
区
立
美
術
館
、
二
〇
一
〇
）

　

こ
れ
ら
の
論
考
の
な
か
で　

安
村
氏
が
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
、
ま
ず
、
そ
の
没
年
齢

に
、
四
八
歳
と
四
九
歳
の
二
説
が
あ
る
こ
と
に
注
目
、
諸
説
を
検
討
し
て
そ
の
内
か
ら
源
興

院
主
で
一
信
の
パ
ト
ロ
ン
で
も
あ
っ
た
亮
迪
に
よ
る
過
去
帳
に
「
文
久
三
亥
年
」「
四
十
八
才

ニ
テ
西
化
ス
」
と
あ
る
こ
と
や
墓
誌
に
「
文
久
三
癸
亥
年
九
月
二
十
二
日
」
と
あ
る
の
を
拠

り
所
と
し
て
、
文
化
一
三
年（
一
八
一
六
）に
生
ま
れ
、
文
久
三
年（
一
八
六
三
）九
月
二
二
日

に
四
八
歳
で
没
し
た
と
さ
れ
た
。
文
化
一
二
年
生
ま
れ
と
し
な
が
ら
、
文
久
三
年
四
八
歳
没

と
す
る
わ
た
し
の
誤
り
を
正
し
て
い
る
。

　

次
に
そ
の
師
承
関
係
に
つ
い
て
、
安
村
氏
は
、
前
述
し
た
大
雲
撰
の
『
新
図
五
百
大
羅
漢

記
』
以
来
、
一
信
が
狩
野
素
川
に
、
ま
た
そ
こ
か
ら
発
展
し
て
素
川
章
信（
一
七
六
五
―
一

八
二
六
）に
学
ん
だ
と
す
る
言
説
に
対
し
て
疑
義
を
呈
さ
れ
、
素
川
没
年
の
時
に
一
信
の
年

齢
は
一
一
歳
で
あ
り
、
こ
の
説
の
成
立
に
は
無
理
が
あ
る
。
む
し
ろ
、
素
川
を
章
信
よ
り
三

代
あ
と
の
素
川
寿
信（
一
八
二
〇
―
一
九
〇
〇
）を
師
に
位
置
づ
け
こ
と
は
、
十
分
に
検
討
に

値
す
る
今
後
研
究
課
題
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
二
二
歳
の
と
き
に
寄
宿
し
た
素
川

は
寿
信
で
あ
っ
た
が
、
素
川
と
し
て
は
寿
信
よ
り
有
名
な
章
信
に
就
い
た
と
、
後
世
の
人
が

考
え
て
「
深
川
扇
橋
」
の
素
川
と
伝
え
た
か
、
ま
た
初
め
章
信
に
就
き
、
そ
の
ま
ま
寿
信
の

代
ま
で
画
塾
に
通
っ
て
い
た
か
の
い
ず
れ
で
あ
ろ
う
」、「
し
か
し
、
そ
れ
を
決
定
す
る
資
料

は
い
ま
の
と
こ
ろ
な
い
」
と
述
べ
る
。
説
得
力
の
あ
る
指
摘
で
あ
る
と
思
う
。
た
だ
、
わ
た

し
は
、
そ
れ
が
「
後
世
の
人
」
で
は
な
く
、
一
信
自
身
か
ら
出
て
い
る
可
能
性
も
検
討
す
べ

き
だ
と
考
え
る
。
逸
見
家
伝
来
の
い
わ
ゆ
る
「
一
信
関
係
絵
画
資
料
」
の
な
か
に
は
、
章
信

の
絵
画
を
縮
図
に
し
た
も
の
や
章
信
の
款
記
を
絹
片
に
敷
写（
謄
写
）な
い
し
は
臨
模
し
た
も

の
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
仮
に
直
接
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
い
わ
ば
私

淑
的
な
意
識
を
も
っ
て
、
よ
り
名
の
知
ら
れ
た
素
川
章
信
を
自
ら
の
師
と
し
て
位
置
づ
け
た

と
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
あ
る
い
は
、
画
系
の
権
威
付
け
の
た
め
に
章
信
を
師
と
す
る
こ

と
を
表
明
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
狩
野
伊
川
院
に
師
事
し

「
深
川
水
場
狩
野
家
を
継
ぎ
、
梅
笑
討
一
信
と
称
し
た
」、
ま
た
「
狩
野
昌
運
の
男
一
信
と
す

る
」
な
ど
の
説
は
無
理
が
あ
る
と
い
え
る
。
安
村
氏
は
、
一
信
を
今
日
通
例
と
し
て
「
狩
野

一
信
」
と
呼
ん
で
い
る
の
に
対
し
、
現
存
す
る
史
・
資
料
か
ら
の
検
討
を
経
て
、
む
し
ろ

「
逸
見
一
信
」
と
称
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。
一
信
が
狩
野
を
称
し
た
こ
と
は
否

定
出
来
な
い
も
の
の
、
わ
た
し
も
安
村
氏
の
こ
の
提
案
に
同
調
し
た
い
と
思
う
。

　

安
村
氏
と
わ
た
し
の
見
解
に
相
違
が
あ
る
の
は
、
増
上
寺
本
と
東
博
本
の
制
作
年
代
の
先

後
関
係
で
あ
る
。
安
村
氏
は
、
東
博
本
が
、
一
信
没
後
に
後
継
者
で
あ
る
一
純
な
い
し
は
友

信
が
一
信
の
下
絵
を
も
と
に
制
作
し
た
と
す
る
の
に
対
し
て
、
わ
た
し
は
、
増
上
寺
本
を
描

く
に
当
た
っ
て
、
一
信
自
身
が
、
そ
の
試
み
の
作
、
あ
る
い
は
、
伺
い
下
絵
的
な
性
格
を
持

つ
図
と
し
て
五
〇
幅
を
描
い
た
と
考
え
た
い
の
で
あ
る
。
安
村
氏
も
自
説
を
さ
ら
に
練
り
直

し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
わ
た
し
自
身
も
論
を
深
め
よ
り
具
体
的
な
証
明
と
論
理
性
を
も
つ

考
察
と
し
て
明
ら
か
に
す
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
現
在
ま
で
の
両
者
の

行
き
着
く
と
こ
ろ
を
記
す
こ
と
に
止
め
た
い
。
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山
下
裕
二
氏
は
、『
変
容
す
る
神
仏
た
ち
―
近
世
宗
教
美
術
の
世
界
』（
渋
谷
区
立
松
涛
美

術
館
、
一
九
九
五
）の
展
覧
会
企
画
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
た
か
と
思
う
が
、
N
H
K
テ
レ
ビ

の
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
で
も
一
信
を
取
り
上
げ
る
番
組
の
制
作
に
参
加
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら

く
監
修
を
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

山
下
裕
二
解
説
「
知
ら
れ
ざ
る
超
大
作
の
扉
が
今
ひ
ら
く　

五
百
羅
漢
の
絵
師
・
狩
野
一

信
」（『
芸
術
新
潮
』
二
〇
一
一
年
五
月
号
、
新
潮
社
、
二
〇
一
一
）。「
羅
漢
様
の
デ
ィ
リ
ー

ラ
イ
フ
」「
良
い
子
か
ら
チ
ョ
ィ
不
良（
わ
る
）お
や
じ
ま
で
羅
漢
学
院
た
だ
い
ま
入
学
受
付

中
」「「
羅
漢
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
、
六
道
へ
」
な
ど
、
描
か
れ
る
内
容
を
噛
み
砕
き
、
一
信
画
の

魅
力
や
羅
漢
図
の
意
味
を
平
明
に
説
い
て
い
る
。
こ
の
書
は
、
江
戸
東
京
博
物
館
で
開
催
の

「
増
上
寺
秘
蔵
の
仏
画　

五
百
羅
漢　

幕
末
の
絵
師　

狩
野
一
信
」
展（
二
〇
一
一
年
）に
平

行
し
て
出
版
さ
れ
た
。

そ
れ
以
前
、
あ
る
い
は
、
そ
の
間
に
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
で
一
信
筆
五
百
羅
漢
図
の
展
示
の

あ
っ
た
も
の
を
見
れ
ば
、
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
で
あ
ろ
う
。

　
『
近
代
日
本
画
へ
の
招
待
Ⅰ
―
洋
風
化
へ
の
軌
跡
』（
山
種
美
術
館
、
一
八
八
二
年
）

　
『
近
世
の
絵
画
―
西
か
ら
東
へ
の
風
』（
三
重
県
立
美
術
館
、
一
九
九
二
年
）

　
『
羅
漢
―
そ
の
美
術
と
信
仰
―
』（
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
、
一
九
九
四
年
）

　
『
狩
野
派
の
三
百
年
』（
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
、
一
九
九
八
年
）

　

東
京
国
立
博
物
館
『
幕
末
の
妖
し
き
仏
画
―
狩
野
一
信
の
五
百
羅
漢
図
』（
二
〇
〇
六
年
）

は
、
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
狩
野
一
信
筆
「
五
百
羅
漢
図
」
五
〇
幅
の
全
て
を
一
堂
に
展

示
す
る
と
い
う
企
画
展
の
際
に
刊
行
さ
れ
た
図
録
で
あ
り
、
松
嶋
雅
人
氏
が
「
概
説　

狩
野

一
信
の
伝
記
と
そ
の
作
品
」
を
、
沖
松
健
次
郎
氏
が
「
概
説　

東
京
国
立
博
物
館
蔵　

五
百

羅
漢
図
」
と
題
す
る
論
考
を
寄
せ
て
い
る
。

　

田
口
大
輔
、
竹
内
義
亨
、
篠
原
昭
二
「
狩
野
一
信
筆
「
増
上
寺
五
百
羅
漢
図
」
中
に
描
か

れ
た
江
戸
時
代
後
期
の
柔
道
整
復
術
固
定
法
の
観
察
」『
柔
道
整
復
術
・
接
骨
医
学
』
第
一
四

巻
四
号（
日
本
柔
道
整
復
接
骨
医
学
会
）（
二
〇
〇
六
）、『
医
学
と
芸
術
』（
森
美
術
館
）（
二
〇

〇
九
）の
二
本
は
、
医
療
関
係
の
研
究
者
が
一
信
図
像
の
羅
漢
表
現
に
注
目
し
た
例
で
あ
り
、

そ
の
関
心
の
広
ま
り
を
、
ひ
と
ま
ず
こ
こ
に
記
し
て
お
き
た
い
。

　

佐
々
木
英
理
子
「
狩
野
一
信
筆
「
源
平
合
戦
図
屏
風
と
一
信
の
作
品
に
つ
い
て
」（『
板
橋

区
立
美
術
館
蔵
狩
野
派
全
図
録
』
板
橋
区
立
美
術
館
、
二
〇
〇
六
）は
、
展
覧
会
図
録
に
寄

せ
た
、
板
橋
区
立
美
術
館
所
蔵
の
前
に
触
れ
た
作
品
に
つ
い
て
の
論
考
で
あ
っ
た
。
佐
々
木

さ
ん
は
、
こ
れ
を
機
に
一
信
の
研
究
に
取
り
組
ま
れ
、
と
り
わ
け
一
信
の
作
品
に
関
す
る
絵

画
様
式
の
分
析
と
考
察
に
よ
っ
て
従
来
に
見
な
い
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
佐
々
木
さ
ん
に

は
、
一
信
画
に
見
ら
れ
る
描
法
、
筆
致
な
ど
の
特
徴
を
は
じ
め
作
品
に
就
い
て
の
徹
底
し
た

形
式
分
析（
フ
ォ
ー
マ
ル
・
ア
ナ
リ
ン
ス
）に
よ
っ
て
、
一
信
の
絵
画
様
式
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
安
村
・
山
下
監
修
の
『
狩
野
一
信
筆　

五
百
羅
漢
図
』（
小
学

館
）に
は
、「
逸
見
家
資
料
に
つ
い
て
」
を
寄
せ
、
こ
こ
で
は
、
新
出
の
資
料
で
あ
る
一
信
の

『
日
記
』
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
そ
の
作
画
活
動
の
ほ
か
生
活
者
と
し
て
の
こ
の
絵
師
の
一

面
を
も
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
点
が
特
記
さ
れ
、
今
後
、『
日
記
』
を
通
し
て
佐
々
木
さ

ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
新
知
見
や
考
察
の
示
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。　

　

松
嶋
雅
人
「
狩
野
一
信
」（『
日
本
の
美
術
』
五
三
四
号
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
一
〇
）は
、

前
に
触
れ
た
東
博
本
の
展
示
の
際
の
研
究
成
果
を
通
し
て
得
た
諸
知
見
に
基
づ
き
一
信
論
を

展
開
す
る
。
こ
こ
で
は
現
在
フ
ラ
ン
ス
国
立
ギ
メ
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
四
面
の
「
羅
漢

図
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
旧
源
興
院
の
壁
画
で
あ
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
と
し
、
兼
子
伴
雨

が
「
増
上
寺
源
興
院
に
あ
っ
た
と
い
う
作
品
が
ド
イ
ツ
に
あ
る
と
い
う
伝
聞
を
廃
し
て
い
る

の
は
、
お
そ
ら
く
正
し
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
前
に
紹
介
し
た
黒
田
清
輝
の
挿
話
を
、
黒
田
の

日
記
な
ど
で
補
い
報
告
し
た
の
を
初
め
と
し
て
、
多
く
の
新
し
い
情
報
や
知
見
が
加
え
ら
れ

て
い
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
海
外
で
、
わ
た
し
も
一
信
画
の
幾
ら
か
を
目
の
当
た
り
に
す
こ
と
も
あ

り
、
他
方
、
一
信
画
に
外
国
人
研
究
者
の
関
心
も
向
け
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
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は
、
米
国
で
発
表
さ
れ
た
一
信
に
関
す
る
初
め
て
の
ま
と
ま
っ

た
論
考
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
パ
ト
リ
シ
ア
・
グ
ラ
ハ
ム
博
士
は
、
旧
知
の
研
究
者
で
、
長
く
江
戸
時
代
に
制
作
さ
れ
た

仏
画
に
関
心
を
示
し
、
禅
画
や
黄
檗
系
の
仏
画
に
関
す
る
研
究
論
文
を
発
表
さ
れ
て
い
る

が
、
同
博
士
の
関
係
し
て
い
る
カ
ン
サ
ス
大
学
の
ス
ペ
ン
サ
ー
美
術
館
の
所
蔵
す
る
「
苦
行

釈
迦
像
」
を
紹
介
す
る
の
を
機
会
に
、
一
信
論
を
展
開
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
論
文
で

は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
に
あ
る
ク
ラ
ー
ク
・
コ
レ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
所
有

す
る
「
十
六
羅
漢
図
」
一
幅
も
併
せ
て
紹
介
す
る
な
ど
貴
重
な
報
告
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
し
て
い
ま
、
江
戸
東
京
博
物
館
で
「
増
上
寺
秘
蔵
の
仏
画
　
五
百
羅
漢
　
幕
末
の
絵
師
　

狩
野
一
信
」
展
が
開
催
の
運
び
と
な
り
、
こ
の
機
を
得
て
お
け
る
現
状
お
け
る
一
信
研
究
の

決
定
版
と
も
い
え
る
安
村
敏
信
・
山
下
裕
二
監
修
・
小
学
館
編
『
狩
野
一
信
　
五
百
羅
漢
図
』

（
小
学
館
、
二
〇
一
一
）が
出
版
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
佐
々
木
英

理
子
さ
ん
が
、
新
し
く
逸
見
家
に
よ
っ
て
公
開
、
提
供
さ
れ
た
新
出
の
資
料
で
あ
る
一
信
の

『
日
記
』
を
紹
介
し
、
一
信
研
究
の
上
で
の
貴
重
な
情
報
を
示
す
と
も
に
、
自
か
ら
多
く
の

知
見
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
今
後
の
一
信
研
究
の
展
開
に
と
っ
て
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
と
考
え
る
。

　
二
〇
一
二
年
春
に
は
、
米
国
・
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
サ
ッ
ク
ラ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
増
上

寺
本
を
展
示
す
る
展
覧
会
が
開
か
れ
、
米
国
に
お
い
て
も
大
い
に
注
目
さ
れ
、
高
い
評
価
が

与
え
ら
れ
た
も
の
と
思
う
が
、
開
会
後
数
日
で
図
録
が
完
売
し
た
と
聞
い
た
時
は
、
少
し
ば

か
り
驚
か
さ
れ
た
。

　
佐
々
木
さ
ん
に
続
く
若
い
世
代
の
研
究
者
の
間
に
も
、
山
下
裕
二
氏
が
、
前
の
『
狩
野
一

信
　
五
百
羅
漢
図
』
の
参
考
文
献
一
覧
に
付
記
し
、
夙
に
紹
介
さ
れ
て
お
ら
れ
る
、
佐
久
間

恵
「
狩
野
一
信
筆
「
五
百
羅
漢
図
」（
明
治
学
院
大
学
文
学
部
卒
業
論
文
）、
白
木
菜
保
子

「
狩
野
一
信
、
そ
の
画
風
の
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
」（
山
口
大
学
教
育
学
部
卒
業
論
文
）な
ど
、
一

信
な
い
し
は
そ
の
筆
に
な
る
「
五
百
羅
漢
図
」
に
つ
い
て
研
究
的
な
関
心
を
も
持
つ
人
た
ち

が
現
れ
た
と
い
う
こ
と
に
、
一
信
研
究
の
将
来
を
期
待
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
な
か
で
も
白
木

さ
ん
は
、
二
〇
〇
二
年
夏
に
開
催
さ
れ
た
「
日
本
美
術
研
究
に
関
す
る
国
際
大
学
院
生
会

議
」
で
「
狩
野
一
信
筆
『
五
百
羅
漢
図
』
と
増
上
寺
に
お
け
る
羅
漢
信
仰
」
の
題
目
の
も
と

に
研
究
発
表
を
行
い
、「
増
上
寺
の
学
僧
の
羅
漢
信
仰
を
分
析
し
、
一
信
が
ど
の
よ
う
な
着

想
を
得
て
増
上
寺
本
を
描
く
に
至
っ
た
か
」
に
つ
い
て
論
じ
る
と
い
う
、
魅
力
的
な
視
点
を

見
出
し
て
い
る（
注
20
）。
こ
れ
は
、
本
論
で
も
わ
た
し
が
再
三
触
れ
、
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
が
、
絵
画
の
制
作
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
周
囲
の
状
況
や
環
境
、
な
か
ん
ず

く
、
注
文
者
の
意
図
が
如
何
に
作
者
の
絵
画
に
反
映
す
る
か
と
い
う
問
題
に
結
び
付
い
て
い

る
。
こ
れ
は
今
日
的
な
美
術
史
方
法
論
で
あ
り
、
増
上
寺
本
の
研
究
に
残
さ
れ
た
課
題
と
い

え
よ
う
。
白
木
さ
ん
は
、
現
在
、
東
洋
仏
教
絵
画
史
研
究
の
今
や
泰
斗
で
あ
る
井
出
誠
之
輔

教
授
の
指
導
の
も
と
で
研
究
を
継
続
し
博
士
学
位
論
文
を
作
成
中
で
あ
り
、
わ
た
し
に
は
そ

の
成
果
が
待
た
れ
る
の
で
あ
る
。

○

　
羅
漢
図
は
、
中
国
で
は
「
胡こ

貌ぼ
う

」、
す
な
わ
ち
西
域
に
住
む
異
民
族
の
容
貌
で
あ
る
こ
と

に
基
づ
い
て
表
わ
す
た
め
に
、
イ
ン
ド
や
西
域
風（
あ
る
い
は
中
央
ア
ジ
ア
に
住
み
民
族
の

姿
）に
、
一
方
、
日
本
で
は
、
努
め
て
異
国
的
で
あ
る
た
め
に
中
国
風
に
描
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
絵
師
・
一
信
に
よ
る
増
上
寺
蔵
の
「
五
百
羅
漢
図
」
の
特
徴
は
、
西
洋
画
法

が
そ
こ
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
点
に
あ
る
こ
と
は
、
港
区
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

時
点
か
ら
、
す
で
に
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
増
上
寺
本
が
制
作
さ
れ

た
文
久
三
年（
一
八
六
三
）の
時
点
に
お
い
て
の
異
国
は
、
い
う
も
で
も
な
く
中
国
で
は
す
で

に
な
く
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
西
洋
で
あ
っ
た
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
一
信
は
、
こ
の
図
を
制
作
に
す
る
に
あ
っ
た
、
そ
の
こ
と
を
含
め
、
注
文
者
で
あ
る
増
上

寺
の
學
僧
た
ち
の
要
求
や
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
指
導
の
下
で
、
こ
れ
を
具
現
化
し
た
の
で
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あ
る
。
と
同
時
に
、
当
時
の
増
上
寺
周
辺
に
は
、
多
く
の
学
僧
が
お
り
、
彼
ら
に
よ
っ
て
、

新
し
い
時
代
に
相
応
し
い
、
仏
教
信
仰
、
な
か
ん
ず
く
浄
土
宗
教
学
の
時
代
に
相
応
し
い
あ

り
方
や
そ
の
布
教
の
た
め
の
方
策
が
さ
ま
ざ
ま
に
講
じ
ら
れ
る
な
か
で
、
本
図
の
制
作
も
行

わ
れ
た
こ
と
を
十
分
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　

こ
の
図
の
制
作
背
景
を
さ
ら
に
探
り
求
め
、
筆
者
で
あ
る
一
信
が
羅
漢
絵
師
と
し
て
そ
の

集
大
成
を
果
し
て
こ
こ
に
求
め
得
る
か
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
的
な
興
味
は
残
る
も
の
の
、

い
ま
は
、
今
後
の
増
上
寺
本
「
五
百
羅
漢
図
」
お
よ
び
そ
の
筆
書
で
あ
る
逸
見
一
信
に
関
す

る
研
究
の
課
題
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

注
1 

『
新
撰
東
京
名
所
図
会
』
第
五
編　

浅
草
公
園
之
部
下
「
観
音
堂
内
扁
額（
其
ニ
）」（『
臨
時
増
刊
風
俗
画

報
』
第
一
四
一
号
、
東
陽
堂
、
明
治
三
〇
年
）に
、
歌
川
国
芳
の
「
一
ッ
家
」、
長
谷
川
雪
旦
の
「
錣

引
」
な
ど
と
と
も
に
彩
色
石
版
で
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
他
に
林
功
解
説
『
金
龍
山
浅
草
寺
絵
馬
図
録
』

（
金
龍
山
浅
草
寺
、
昭
和
五
三
年
）、
東
京
都
教
育
委
員
会
編
『
浅
草
寺
絵
馬
扁
額
調
査
報
告
』（
東
京
都

教
育
庁
教
育
部
文
化
課
、
平
成
二
年
）な
ど
参
照
。

注
2 

澤
田
章
編
『
日
本
画
家
辞
典
人
名
編
』（
大
学
堂
書
店
、
昭
和
二
年
））に
「
ソ
メ
イ　

素
明（
紀
元
二
五

〇
〇
）天
保
一
一
年（
一
八
四
〇
）　

林
元
と
称
す
。
肥
後
の
人
、
画
を
以
っ
て
世
に
名
あ
り
、
天
保
年

中（
一
八
三
〇
―
一
八
四
四
）の
人（
本
朝
画
家
人
名
辞
書
）」
と
あ
る
。　

注
3 

森
大
狂
の
「
狩
野
一
信
伝
」（『
近
世
名
匠
談
』
所
収
、
春
陽
堂
、
明
治
三
三
年
）は
、
幕
末
明
治
期
に
活

躍
し
た
著
名
絵
師
で
あ
る
菊
池
容
斎（
一
七
八
八
―
一
八
七
三
）や
佐
竹
永
海（
一
八
〇
二
―
一
八
八
三
）

が
、
一
信
の
絵
馬
を
絶
賛
し
た
と
伝
え
て
い
る
。
な
お
、
浅
草
寺
に
は
、
容
斎
の
大
絵
馬
「
堀
川
夜

討
」
も
伝
わ
り
、
注
1
の
文
献
『
新
撰
東
京
名
所
図
会
』「
観
音
堂
内
扁
額（
其
一
）に
載
る
。

注
4 

公
益
財
団
法
人
東
京
都
歴
史
文
化
財
団
、
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
、
大
本
山
増
上
寺
、
日
本
経
済
新

聞
社
の
主
催
に
よ
り
、
特
別
展
『
増
上
寺
秘
蔵　

五
百
羅
漢　

幕
末
の
絵
師　

狩
野
一
信
』（
江
戸
東
京

博
物
館
、
二
〇
一
一
）が
、
江
戸
東
京
博
物
館
で
二
〇
一
一
年
四
月
二
九
日
か
ら
七
月
三
日
ま
で
開
催

さ
れ
た（
当
初
は
三
月
一
五
日
〜
五
月
二
九
日
で
あ
っ
た
が
開
会
初
日
の
四
日
前
の
三
月
一
一
日
に
東

日
本
大
地
震
が
お
き
た
た
め
に
延
期
開
催
と
な
っ
た
）。
こ
の
展
覧
会
は
、
明
治
学
院
大
学
教
授
の
山

下
裕
二
氏
の
監
修
、
浅
野
研
究
所
の
広
瀬
麻
美
氏
の
企
画
協
力
。
論
考
は
山
下
氏
が
〈
日
本
第
一
ノ
美

術
」―
一
信
「
五
百
羅
漢
図
」
へ
の
道
の
り
〉
を
高
橋
利
郎
氏
が
〈
成
田
山
の
一
信
〉
を
寄
せ
て
い
る
。

注
5 

『
新
撰
東
京
名
所
図
会
』
第
八
編
〈
芝
公
園
之
部
下
〉（『
臨
増
刊
時
風
俗
画
報
』
第
百
四
十
九
、
東
陽

堂
、（
一
八
九
七
・
明
治
三
〇
年
九
月
）、
東
陽
堂
）の（
増
上
寺
境
内
）「
羅
漢
堂
」
の
項
に
、
そ
の
建
立

の
由
来
や
堂
内
の
様
子（
内
部
を
描
い
た
挿
絵
も
添
え
ら
れ
る
）お
よ
び
一
信
伝
が
載
せ
る
。
こ
の
項
の

解
説
に
あ
っ
た
の
は
、
同
『
画
報
』
編
輯
所
員
の
大
田
才
次
郎
で
、
一
信
の
伝
歴
を
知
る
重
要
な
手
懸

り
を
多
く
提
供
す
る
。
す
な
わ
ち
基
本
文
献
で
あ
る
。
な
お
、
本
書
発
行
の
明
治
三
〇
年
は
、
一
信
の

妻
妙
安
の
没
年
に
あ
た
る
。
源
興
院
の
亮
迪
や
大
田
は
、
一
信
未
亡
人
の
妙
安
か
ら
直
接
に
話
を
聞
く

機
会
が
あ
っ
た
ろ
う
。
他
に
『
新
図
五
百
羅
漢
画
軸
修
覆
講
回
向
簿
』（
逸
見
家
蔵
）参
照
。
な
お
、
小

網
町
の
火
災
は
、
天
保
一
二
年（
一
八
四
一
）に
あ
っ
た
と
い
う
。

注
6 

大
雲
撰
『
新
図
五
百
阿
羅
漢
記
』
に
「
観
音
不
動
の
二
尊
、
そ
の
最
も
崇
信
す
る
と
こ
ろ
な
る
が
故

に
、
浅
草
お
よ
び
成
田
に
至
り
、
誠
を
致
し
て
祈
り
求
む
」
と
あ
る
。
本
羅
漢
記
は
、
文
久
三
年
十
二

月
八
日
に
誌
さ
れ
た
も
の
で
、
一
信
の
経
歴
や
五
百
羅
漢
図
の
制
作
に
至
る
経
緯
が
事
細
か
く
述
べ
ら

れ
て
お
り
、
同
年
九
月
に
没
し
た
一
信
の
研
究
に
と
っ
て
は
、
同
時
代
の
根
本
史
料
と
な
る
。
刊
本

（
句
読
訓
点
付
、
一
紙
十
八
字
詰
十
六
行
、
六
紙
）が
あ
る
ほ
か
、
能
書
の
林
粗
洞
が
昭
和
七
年
に
こ
れ

を
写
し
二
軸
に
し
た
も
の
が
、
現
在
「
五
百
羅
漢
図
」
に
付
属
し
て
い
る
。

注
7 

網
野
宥
俊
編
『
浅
草
寺
志
』
巻
三
、
一
四
四
頁
〜
一
四
六
頁
。（
浅
草
寺
出
版
部
、
昭
和
一
四
年
）参

照
。
注
1
の
文
献
中
の
「
成
田
不
動
尊
」
の
項
に
は
「
成
田
不
動
は
仁
王
門
外
左
の
方
な
る
大
行
院
内

に
在
り
」
と
あ
る
。

注
8 

兼
子
伴
雨
「
狩
野
一
信
の
墓
」（『
見
ぬ
世
之
友
』
一
二
、
東
都
掃
墓
会
刊
、
一
九
〇
一
・
明
治
三
四
年
）

参
照
。
伴
雨
は
、
堤
等
琳
派
の
絵
師
に
就
い
た
こ
と
、
薬
研
堀
に
住
む
狩
野
直
信
の
幼
名
を
受
け
て
一

信
と
号
し
た
こ
と
。
浅
草
福
井
町
近
い
石
切
河
岸
に
住
ん
で
い
た
柴
田
是
真
と
風
交
が
深
か
っ
た
こ

と
。
浅
草
寺
の
絵
馬
、
成
田
不
動
尊
本
堂
の
天
井
画
お
よ
び
後
門
の
壁
画
、
堂
周
囲
の
装
飾
彫
刻
・
五

百
羅
漢
の
下
絵
等
の
制
作
こ
と
な
ど
に
触
れ
て
い
る
。

注
9 

大
雲（
注
6
の
文
献
）、
兼
子（
注
8
の
文
献
）ら
は
、
一
信
が
五
百
羅
漢
図
の
制
作
に
あ
っ
た
っ
て
、
金

沢
称
名
寺
や
鎌
倉
の
名
刹
を
訪
ね
、
古
典
と
な
る
名
作
に
学
ん
だ
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
、

『
源
興
院
過
去
帳
』（
明
治
三
〇
年
六
月
二
九
日
の
条
）に
「
亮
迪
ト
同
道
シ
テ
鎌
倉
光
明
寺
ニ
至
り
禅
月

大
師
ノ
十
八
羅
漢
を
拝
見
シ
、
又
円
覚
寺
ニ
詣
で
白
雲
庵
を
訪
フ
、
円
覚
の
什
宝（
五
十
幅
之
五
百
羅

漢
）を
拝
し
…
」
と
あ
る
。
な
お
、
一
説
に
柴
田
是
真
と
交
流
が
あ
っ
た
と
伝
え
る
が
、
是
真
は
、
安

政
元
年（
一
八
五
四
）三
月
に
京
都
・
東
福
寺
塔
頭
・
三
聖
寺
の
釈
迦
・
十
八
天
・
十
六
羅
漢
図
一
九
幅

（
現
在
、
米
国
・
フ
リ
ア
美
術
館
蔵
）を
購
入
し
て
い
る
の
で
、
一
信
は
こ
れ
ら
の
図
を
見
た
可
能
性
は

あ
る
。

注
10 

注
6
の
文
献
に
同
じ
を
参
照
。

注
11 

注
6
の
文
献
大
雲
の
羅
漢
記
に
「
初
め
狩
野
素
川
の
門
に
入
る
」
と
あ
る
の
を
始
め
と
す
る
。
注
1
の

文
献
で
大
田
は
「
狩
野
章
信
に
従
い
て
」
と
あ
り
、
注
8
の
文
献
で
兼
子
は
、「
深
川
扇
橋
な
る
狩
野

素
川
の
門
に
就
学
し
て
」
と
し
て
お
り
、
一
信
は
、
表
絵
師
猿
屋
町
代
地
狩
野
家
五
代
目
の
狩
野
素
川

章（
彰
信
）信（
一
七
六
五
―
一
八
二
六
）に
師
事
し
た
と
い
う
言
説
が
生
ま
れ
た
。
し
か
し
、
近
年
安
村

敏
信
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
章
信
没
年
の
時
に
一
信
の
年
齢
は
一
一
歳
で
あ
り
、
こ
の
説
の
成
立

に
無
理
が
あ
る
。
素
川
を
章
信
よ
り
三
代
あ
と
の
素
川
寿
信（
一
八
二
〇
―
一
九
〇
〇
）と
す
る
可
能
性

に
つ
い
て
は
引
き
続
き
検
討
さ
れ
よ
う
。

注
12 
注
6
の
文
献
に
「
嘉
永
七
年
甲
寅
の
春
を
以
っ
て
筆
を
起
こ
す
」
あ
る
。
こ
の
記
述
は
大
雲
が
述
べ
る

の
を
初
出
と
す
る
。

注
13 

増
上
寺
の
記
録
に
も
「
羅
漢
講
式　

例
年
春
秋
彼
岸
中
日
、
永
世
御
修
行
被
遊
候
事
、
嘉
永
七
寅
八
月

御
達
」
と
あ
る
。（『
増
上
寺
史
料
集
』
二
巻
）参
照
。
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注
14 
注
5
の
文
献
に
同
じ
を
参
照
。

注
15 

注
8
の
文
献
の
兼
子
伴
雨
も
お
そ
ら
く
、
増
上
寺
境
内
の
羅
漢
堂
に
住
ん
で
い
た
一
信
未
亡
人
の
妙
安

か
ら
の
聞
き
取
り
を
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

注
16 

細
野
氏
は
解
説
で
、
一か
ず

信の
ぶ

を
深
川
水
場
狩
野
家
梅
笑
一
信
と
し
た
も
の
の
、「
本
姓
逸
見
、
名
豊
次
郎
、

号
顕
幽
斎
。
は
じ
め
土
佐
・
四
条
派
に
学
ん
だ
が
、
狩
野
伊
川
院
に
師
事
す
る（
一
説
に
素
川
章
信
に

師
事
）狩
野
派
に
と
ら
わ
れ
ず
諸
派
の
長
を
と
り
、
仏
画
を
描
い
て
世
に
知
ら
れ
る
」
と
し
た
上
、
成

田
山
不
動
堂
の
壁
画
の
こ
と
、
源
興
院
の
再
興
に
際
し
て
描
い
た
「
十
六
羅
漢
図
」
が
い
ま
パ
リ
の
ギ

メ
美
術
館
に
あ
る
こ
と
に
も
言
及
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
を
渉
猟
さ
れ
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
れ

ら
の
情
報
を
整
理
さ
れ
る
段
階
で
混
同
が
起
こ
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

注
17 

網
野
宥
俊
「
浅
草
寺
の
什
物（
扁
額
の
部
）牛
若
・
弁
慶
格
闘
の
図
」（『
浅
草
寺
』
九
四
号
、
浅
草
寺
教

化
部
、
一
九
六
一
・
昭
和
三
六
年
一
一
月
）に
、「
洋
画
家
の
黒
田
清
輝
が
、
か
つ
て
フ
ラ
ン
ス
の
巴
里

美
術
館
を
訪
ね
た
折
、
館
長
か
ら
狩
野
一
信
の
こ
と
を
問
わ
れ
て
、
返
答
に
窮
し
、
大
い
に
慙
愧
し

て
、
帰
朝
後
そ
の
事
跡
を
調
査
し
、
改
め
て
そ
の
力
量
に
感
嘆
し
た
」
と
あ
る
の
を
知
っ
た
が
、
こ
の

挿
話
は
こ
れ
よ
り
前
に
、
浅
田
澱
橋
「
狩
野
一
信
の
こ
と
」（『
浅
草
寺
時
報
』
三
九
号
、
浅
草
寺
、
一

九
三
一
・
昭
和
六
年
四
月
）で
、
観
音
堂
下
陣
に
掲
げ
て
あ
っ
た
牛
若
・
弁
慶
の
絵
馬
と
そ
の
筆
者
で

あ
る
一
信
の
略
伝
を
述
べ
る
と
こ
ろ
に
見
え
、
網
野
師
は
そ
れ
を
引
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ギ
メ
東

洋
美
術
館
蔵
の
羅
漢
図
四
幅
に
つ
い
て
は
『
狩
野
一
信　

五
百
羅
漢
図
』（
小
学
館
）に
、
佐
々
木
英
理

子
さ
ん
に
よ
る
解
説
が
載
る
。

注
18 

東
京
都
港
区
教
育
委
員
会
『
狩
野
一
信
筆　

五
百
羅
漢
図
』（
港
区
文
化
財
調
査
報
告
）（
東
京
都
港
区
教

育
委
員
会
、
昭
和
五
八
年
一
九
八
三
）の
序
文
か
ら
引
用
。
こ
の
報
告
書
に
は
、
そ
の
刊
行
時
に
集
め

る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
一
信
及
び
増
上
寺
本
羅
漢
図
に
関
す
る
史
・
資
料
を
努
め
て
収
録
し
た
。

注
19 

畑
麗
さ
ん
か
ら
、
清
凉
寺
所
蔵
の
増
上
寺
本
大
下
絵
の
連
れ
と
思
わ
れ
る
一
幅
が
富
山
県
小
矢
部
市
の

光
琳
寺
の
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
報
告
が
あ
っ
た
も
の
の
、
未
だ
十
分
な
調
査
を
し
な
い
ま
ま
だ
っ

た
。
こ
の
度
、
佐
々
木
英
理
子
さ
ん
が
改
め
て
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
図
の
管
理
は
同
県
南
砺
市
の
井

波
別
院　

瑞
泉
寺
に
移
っ
て
い
た
と
い
う（
挿
図
5
）。
画
風
は
清
凉
寺
本
に
通
じ
、
増
上
寺
本
の
第
三

九
幅
目
に
相
当
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
12
年
に
光
琳
寺
が
購
入
と
の
こ
と
で
、
そ
れ
以
前
の

旧
蔵
者
は
、
黄
鵠
山
善
光
寺（
石
川
県
能
登
の
浄
土
宗
寺
院
）で
あ
っ
た
と
い
う
。

注
20 

「
狩
野
一
信
筆
『
五
百
羅
漢
図
』』
と
増
上
寺
に
お
け
る
羅
漢
信
仰
」『
第
一
〇
回
記
念　

日
本
美
術
史
に

関
す
る
国
際
大
学
院
生
会
議
報
告
書
』（
東
京
芸
術
大
学
・
第
一
〇
回
J
A
W
S
実
行
委
員
会
、
二
〇
一

二
）。
こ
の
発
表
で
「
ま
っ
た
く
新
し
い
構
想
に
従
い
、
伝
統
図
像
を
部
分
的
に
採
用
に
留
め
て
い
る

点
で
革
新
的
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
一
信
に
助
言
を
与
え
た
増
上
寺
の
学
僧
の
思
想
が
少
な
か
ら
ず
反

映
さ
れ
て
い
る
」
ま
た
「
身
近
な
、
異
界
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
描
き
だ
す
こ
と
で
、
従
来
の
伝
統
的

な
五
百
羅
漢
図
の
影
響
下
か
ら
脱
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
」
と
い
う
傾
聴
す
べ
き
指
摘
を
し
て
い

る
。



18

“The Five Hundred Arhats” by Kazunobu in the Zōjōji Temple 
Collection: a first encounter and later developments

Masatomo Kawai 

	 “Gohyaku	Rakan	Zu	(The	Five	Hundred	Arhats)”	by	the	artist,	Kazunobu,	and	housed	in	Zōjōji	
Temple,	Minato	Ward,	Tokyo,	has	drawn	the	attention	of	scholars	in	recent	years.	The	spring	of	2011	
saw	the	momentous	occasion	of	 its	public	display	at	 the	Edo-Tokyo	Museum.	I	had	 the	 fortunate	
opportunity	to	research	the	hundred	illustrated	scrolls	back	in	the	summer	of	1977.	In	1979,	“The	Five	
Hundred	Arhats”	was	designated	Tangible	Cultural	Property	of	Minato	Ward,	Tokyo.	My	paper	here	
narrates	its	route	to	acclaim	since	then	and	the	circumstances	surrounding	it	in	the	form	of	memoranda,	
shedding	light	on	part	of	the	research	history	concerning	the	illustrations	and	their	painter,	Kazunobu.	
	 Kazunobu	was	an	artist	active	at	 the	end	of	 the	Edo	Period,	who	studied	 the	Kanō	School	of	
painting	and	who,	it	is	told,	was	bestowed	the	use	of	the	Kanō	surname:	nowadays	he	is	often	referred	
to	as	Kanō	Isshin	or	Kazunobu.	His	descendants,	the	Henmi	family,	however,	 is	still	 in	possession	of	
much	material	relating	to	 its	past	painting	activities,	and	historical	sources	 there	would	suggest	 it	
correct	to	call	him	by	his	original	name	of	Henmi	Kazunobu,	while	his	artistic	name	was	Kenyūsai.	He	is	
accredited	chiefly	with	Buddhist	paintings,	and	in	particular	with	the	unusual	works	of	Arhat	illustration	
such	as	“The	Five	Hundred	Arhats”	of	Zōjōji	Temple.	
	 Arhats	are	those	who	attained	religious	enlightenment	at	the	end	of	strict	religious	discipline,	and	
are	revered	by	people	as	sacred	beings.	Their	existence	became	a	substitute	for	Buddha	in	guiding	and	
saving	us	ordinary	people	with	our	many	hardships	and	cares.	Consequently	their	existence	also	gave	
direction	to	the	individual	religious	discipline	of	priests	–	the	practitioners	of	Buddhism	–	so	that	 in	
Japan	from	the	Kamakura	Period	all	 temples	carried	out	“Rakan-ku	(Arhat	memorial	services)”	 for	
which	“Rakan	zu	(Arhat	illustrations)”	were	produced	as	the	main	object	of	worship.	
	 In	China,	Arhat	illustrations	sought	“Humao	(fanxiang)”;	that	is,	the	facial	configurations	of	Central	
Asia	and	Indians	in	order	to	portray	the	appearance	of	the	foreign	peoples	living	in	Central	Asia	and	
India,	whilst	those	in	Japan	strongly	depict	a	Chinese	style.	

	 One	distinctive	 feature	of	 the	Zōjōji	Temple	Collection	“The	Five	Hundred	Arhats”	by	artist,	
Kazunobu,	 lies	 in	 its	adoption	of	Western	painting	methods,	and	 this	has	been	noted	on	several	
occasions.	We	cannot	overlook	the	fact	that	in	1863,	when	the	illustrations	were	produced,	the	notion	of	
“foreign	lands”	no	longer	signified	China,	but	the	West.	
	 At	the	time	of	production	of	the	illustrations,	Kazunobu	would	have	included	that	notion,	alongside	
requests	from	the	Zōjōji	priests	(the	commissioners)	and	guidance	for	realising	the	project,	 in	their	
composition.	We	must	also	bear	in	mind	that	these	illustrations	were	produced	whilst	the	many	learned	
priests	in	the	area	of	Zōjōji	of	that	time	lectured	on	Buddhist	faith;	in	particular,	on	the	Pure	Land	Sect	
(its	 teaching	and	significance),	 and	methods	 for	preaching	appropriate	 for	 a	new	era.	Further	
exploration	of	the	background	to	the	production	of	the	illustrations	reveals	various	points	of	scholarly	
interest,	such	as	whether	we	can	pursue	through	this	great	work	its	painter,	Kazunobu,	as	an	artist	of	
Arhat	 illustrations.	These	remain	 future	 topics	of	 research	relating	 to	Zōjōji’s	 “The	Five	Hundred	
Arhats”	and	their	painter,	Henmi	Isshin.	



千
葉
市
美
術
館
研
究
紀
要

採
蓮
　
第
十
六
号

二
〇
一
三
年
九
月
三
〇
日
発
行

編
集
・
発
行 

財
団
法
人
千
葉
市
教
育
振
興
財
団

 

千
葉
市
美
術
館

 

二
六
〇̶

八
七
三
三
　

千
葉
市
中
央
区
中
央
三̶

十̶

八

 

電
話
　

〇
四
三̶

二
二
一̶

二
三
一
一（
代
）

翻
訳
協
力 

バ
ー
バ
ラ
・
ク
ロ
ス

制
作 

印
象
社



Bulletin of Chiba City Museum of Art
Siren No.16

September 30, 2013

Edited and Published by
Chiba City Museum of Art
3–10–8 Chuo, Chuo-ku, Chiba 260–8733 JAPAN
Phone. 043–221–2311

Translated by
Barbara Cross
Produced by
Insho-sha

ISSN 1343-148X


